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「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
」

「
心
豊
か
で
人
に
や
さ
し
い
町
」
づ
く
り
を
目
指
し
て

国見町長　冨永武夫

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

新

年

の

門

出

に

あ

た

り

、

町

民

皆

様

の

ご

健

勝

と

ご

多

幸

を

心

か

ら

お

祈

り

申

し

上

げ

ま

す

。

平

成

八

年

の

Ｈ

本

は

、

景

気

の

低

迷

に

ほ

ん

の

り

と

明

る

さ

が

兄

え

始

め

た

も

の

の

、

依

然

と

し

て

、

経

済

は

混

沌

と

し

て

お

り

ま

す

。

国

外

に

日
‥
を

向

け

る

と

、

日

本

や

ア

メ

リ

カ

を

は

じ

め

と

す

る

先

進

諸

岡

が

、

そ

の

協

調

と

豊

か

さ

を

謳

歌

す

る

一

方

で

。

そ

れ

ぞ

れ

の

国

内

事

情

を

反

映

し

、

政

治

的

、

貿

易

的

な

摩

擦

が

生

ま

れ

、

温

度

差

が

目

立

ち

始

め

ま

し

た

。

ま

た

、

ア

フ

リ

カ

ー
ル

ワ

ン

ダ

の

内

戦

、

ロ

シ

ア

ー
チ

ェ

チ

ェ

ン

紛

争

な

ど

市

中

に

銃

声

が

飛

び

交

い

、

市

民

の

絶

望

と

恨

み

嗅

ぐ

声

が

止

ま

’・

ず

ノ

光

と

彫

が

交

錯

０

　
ｉ

　
ｐ

　

の

・
・
・
ｙ

丶
’
丁
！

・
　

’

あ

り

ま

レ

た

ぺ

・
バ
…
…
…
二

斜

…

…
い

酊

見

町

に

お

ｌ

ｙ

は

冫

健

ｔ

ｔ

ル

齔

を

は

じ

４

．蓊

私

一
冫

れ

に

一
ｆ
ゝ

｝

’
　
　

ｊ

Ｊ

あ

い

セ

ン

タ

ト

や

助

夕

者

総

洽

ス

烝

１

１

１

ぷ

硫

ヱ

霑

逼

妝

亊

業

。
。
生

活

二

生

齔

基

盤

整

備

事

、

≒
Ｆ
　
　

’『
　

・『
　

一
Ｉ
　
　
　
［

業

で

教

育

・
。文

化

事

梨

色

。一

層

丿

痩

進

が

図

ら

れ

い

着

実

に

町

民

４

才

。

・
　

‐
‘
‐
　
　

ｊ

総

参

加

の

町

づ

く

’刃

が

戔

苟

方

れ

玄

し

た

こ

と

は

、

ひ

と

え

に

町

政

に

対

・
　
　
　

・
　

し

ず

る

町

民

皆

様

の

ご

支

援

七

ご

協

力

ヽ

。の

賜

で

あ

り

、

深

く

峨

謝

を

申

し

上

け

る
次
第

で
あ
り

ま
す

。

さ

て
、

新

た

な

平

成
九

年

を

迎

え
、

私
は
引

き
続
き
三

期
日

の
町

政

を
担

当
す

る
に
あ
た
り

、
こ
れ
ま

で

の
経

験
を
生

か
し
、
さ

ら
に
広
く
町

民
皆

様
と
の
対

話
を
辿
し

ま
し
て

、

常

に
町

民
の
立

場
で
。
町

民
肯
様

の

総
意

を
反
映
し

た
、
共

に
歩
む
姿

勢

を
基

本
と

い
た
し
ま
し

た
町
政
を

推

進

し

て
ま

い
る

所

存
で

ご

ざ

い

ま

す
。私

と
い
た
し

ま
し
て
は

、
国
見
町

の
恵

ま
れ
た
自

然
環
境

と
地
理
的

条

件
の

特
性
を
生

か
し
た
第

三
次
国
見

町
振

興
計
画
等

の
具
体
化

を
進
め

る

次

の

六
つ

を

柱

と

い

た
し

ま

し

て

「
豊

か
で
住
み
よ

い
活
力

あ
ふ
れ

る

町
」

、
そ
し
て

『
心
豊

か
で
人
に
や

さ
し

い
町
づ

く
り
』
に

全
力
を
傾

注

し
て

ま
い
る

所
存
で
ご
ざ

い
ま
す

。

そ

の
第
一
の

柱
は
、

「
だ
れ
も

が

希
望

を
持
ち
、

住
ん
で
良

か
っ
た

と

思
え

る
町
づ

く
リ
」
で
あ

り
ま
す
。

生
活

迫
路
網
の

整
蝴

上
下

水
道

、

緑
地
、

公
園
な

ど
の
生
活
環

境
の
整

備

。
自

然
環

境
を
生
か
し

た
住
宅
団

地
の

開
発
を

進
め
、
快
適

で
住
み
よ

い
町
づ

く
り
の

推
進
に
努

め
て
ま

い

り
ま

す
。

第

二
の
柱
は

、

『
立
地

環
境
を
生

か
し
、

均
衡
の

と
れ
た
快

適
な
町
づ

く
リ

』
で
あ
り

ま
す
。
忠

ま
れ
た
自



然

環

境

に

加

え

、

．
便

測

な

交

通

網

の

立

地

条

件

を

生

か

じ

、

生

活

・

．
生

良

基

盤

の

整

備

を

促

進

し

‘ 、

生

活

環

境

、
｀

生

産

基

繋

糴

の

剽

和

の

あ

亂

快

適

な

町

づ

く

力

の

推

進

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

．
厂

・
．
　
　
　

＼

で
　

‘゙

ｊ
　

ｌ
气

‘
　
　

’‐

‘゙

血

三

‐ の

柱

は

パ

賓

齢

化

枇

ぎ

に

Ｉ
　

ＩＩ

Ｉ
　

．１４

対

応

で

‘ き

る

健

雄

で

安

心

な

町

づ

ふ

川
「

」

で

あ

り

ま

す

μ

高

齢

化

社

会

の

ｙ

’
　
　
　

丶
　
　
　
　

’一

丶

一

進

む

巾

で

、

多

種

多

様

健

づ

く

、

Ｍ

リ

事

業

χ

ａ

ｆ

期

発

吋

．
’
．
早

期

洫

．
の

た

め

の

各

穐

健

康

診

査

事

業

ぐ

ざ

ら

’
　
　

・
ｒ
ｌ

’`
　

・Ｊ

に

は

国

見

町

老

人

保

健

福

祉

計

熹

い

わ

ゆ

る

ゴ

ー

ふ

ド

‘

プ

ーフ

ン

．の

亂

進

を

図

り

、

デ

イ

ー

サ

↑

ピ

．ス

事

罵

介

岐

支

扱

セ

ン

不

事

業

な

乙

泗

各

般

に

わ

た

る

祖

ぎ

亂

七

対

策

ヅ

む

会

福

祉

事

業

を

破

極

的

に

ｔ

ｔ

し

、

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

町

づ

く

り

に

努

ｔ

ま

い

少

れ

す
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展

急

進

す

る

た

め

ご

、
生

産

基

盤

の

整

眞

と

充

実

に

努

め

、

そ

れ

ぞ

れ

の

経

営

安

定

対

置

バ

生

産

性

向

上

対

策

い

地

場

Ｉ
　

ｒ
ｌ

ｌ
　
　
　
　

！

ｇ

ｌ

歳

燻

振

興

の

環

境

づ

く

り

を

進
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１
ｒ
Ｘ

Ｉ一

卜
　

『

一
　

。Ｘ

。「

凧

用

１

杢

若

」 い

方

ぷ

叉

住

ず

る

町

づ

ぐ

．り

牋

虹

め

て

．ま

」 い

呎

ま

床

こ

ソ

ノ

竹

∧

卜

…

…

…

…

ご

、

第

五

の

柱

は

、

『

次

代

を

担

う

青

少

年

の

育

成

を

目

指

す

教

育

と

文

化

’の
町

づ
く
リ

』
で
あ

り
ま
す
。
人

間

性

豊
か
な
社
会

の
実

現
に
向
け
て

教

育

の
充
実

と
文
化
の

振
興
を
積
極

的

に

進
め
、
将

米
を
担

う
青
少
年

を
は

じ

め
、
町
民

皆
様
が

生
き
生
き

と
躍

’勣
で

き
る
町

づ
く
り

に
努
め
て
ま

い

り

ま
す

。

｀一

第

六
の
柱

は
。

「
行
財
政
体
制

の

充

実
」
で

あ
り
ま
す

。
年
々
、

厳
し

さ

を
増
す
財

政
状
況

の
中
で
、

限
ら

れ

た

予

算
、

限

ら

れ

た

人
員

の

も

と

、
創
意

と
工
夫
を

凝
ら
し
、
中

・

長

期
的
展
望

に
立

っ
た
行
財
政
体

制

。め
充

実
を

図
り
、
町

政
運
営
は

町
民

総

参
加
の
基
本

理

念
に
基
づ
き

、
広

’・・く
町

民
皆

様
の
声
を

反
映
し
た

町
政

一
全

般
に
わ

た
る
施

策
を
推
進
し

て
ま

い
る
所
存

で
あ

り
ま
す

。

以

上
、
平

成
九
年

の
年
頭

に
あ
た

り

、
所
信

の
一
端

を
申
し
上
げ

ま
し

’た

が
、
今

後
と
も
国

兇
町
の
限

り
な

’い
発
展
の

た
め
、
皆

様
の

Ｉ
層

の
ご

。支
援

と
ご
協

力
を

お
願
い
申
し

上
げ

一
る
次
第

で
ご
ざ

い
ま
す

。

］

終

わ
り

に
、
甼
成

九
年
が
町

民
皆

様

に
と
り

ま
し
て
、

ま
す
ま
す
良

い

年

で
あ
り

ま
す
よ

う
心
か
ら

お
祈

り

申`

し
上
げ

ま
し
て
、

新
年
の
ご

あ

い

さ

つ
と

い
た
し

ま
す

。



自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
　
（
2
）

九
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
五
日
間
、
若

人
の
翼
の
団
員
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
た
吾
妻
寛
章
さ
ん
の
リ
ポ
ー

ト
の
二
回
目
で
す
。
吾
妻
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
励
に
つ
い
て
の
研
修
や
現
地
青
年
と
の
交
流
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
オ
セ
ア
ニ
ア
コ
ー
ス
の
十

二
人
の
中
に
、
聴
父
障
害
を
持
っ
た

女
の
ｆ
の
団
只
が
い
ま
し
た
。
会
っ

て
間
も
な
い
こ
ろ
、
私
は
ど
う
す
れ

ば
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら

れ
る
の
か
、
ど
う
接
し
て
い
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

。

緒
に
行
勤
し
て
い
る
う
ち
に
、
『
彼

女
は
障
害
者
な
ん
だ
』
と
。
思
い
な

が
ら
付
き
合
う
こ
と
は
。
か
え
っ
て

失
礼
だ
。
健
常
者
と
何
も
変
わ
ら
な

い
。
障
害
も
一
つ
の
個
性
な
の
だ
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば

り
Ｍ
の
彼
女
は
、
私
た
ち
の
手
話
の

先
生
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
訪
問
国
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
こ
の
国
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
が
盛
ん
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
が
、
自
分
に

無
理
な
く
で
き
て
、
艮
く
続
け
ら
れ

る
ボ
ラ
テ
ィ
ア
を
上
ｆ
に
見
つ
け
出

し
、
そ
れ
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
国
民
の
間
に
根
付
い
て
い
る

の
は
、
認
織
の
違
い
は
も
と
よ
り
。

宗
教
的
な
こ
と
も
あ
る
の
か
な
、
と

思
い
ま
し
た
。

私
は
、
十
五
日
間
の
研
修
で
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
感
じ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
私
に
も
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
兄
つ
け
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホームステイ先で（ニュージーランド）

オ ペラ ハウ スの 前 で（ オー スト ラリ ア）

仲間と



な～るほど

国民年金

成人の日スペシャル

～20 歳の約束の巻～

年金係　  ( 85 ) 2179

★学生も加入するの？

20 歳になったら、会社員も学生の方もみ

んな国民年金に加入しなけ ればなりません。

ですから、20 歳になった学生の方も忘 れず

に加入手続きをしてください。加入手続き

は、お父さんやお母さんなど、代理の方 が

代行するこ ともできます。

★どんな人が加入してるんだろう？

国民年金への加入には３種類あります。20歳から60歳
までの方は次のいずれかの方法で加入しなければなりま

せん。

自君業をしている人や学生( 累1 号加入看) ｻﾗﾘｰﾏﾝ やOL ( 第 2号加入壼) ｻﾗﾘｰﾏﾝ の奥さんなど(  第 3  号加入者)

★学生の方が卒業し、就職したときは加入の仕方が変わりま

す。必ず年金係へ届け出 をしてください。

どんな年金が受けられるの? 国民年金では、高齢になったときや病気やヶがで障害が残ったとき、
亡くなったときなど「３つの基礎年金」が支給されます。

老
齢
基
礎
年
金

6
5歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら

障
害
基
礎
年
金

病
気
や
ヶ
が
で
障
害
者
に

な
っ
た
と
き

遺
族
基
礎
年
金

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

そ
の
遺
族
に

★保険料を支払うのがたいへ～ん！

学
生
の
鳩
合
、
自
分
で
保
険
料
を

支
払
う
こ
と
は
た
い
へ
ん
で
す
か
ら

特
別
に
学
生
の
分
の
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
親
と
同

居
か
別
居
か
、
あ
る
い
は
国
立
大
学

か
私
立
大
学
か
な
ど
に
よ
っ
て
免
除

さ
れ
る
親
の
所
得
の
基
準
額
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
免
除
が
昭

」め

ら
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
1
0年

咏
　
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き

μ

・

も
う
す
ぐ
締
切
り
Ｉ・

第
３
号
被
保
険
者
の
「
特
例
届
」

サ
ラ

リ

ー
マ
ン

の
夫

に
扶
養

さ

れ
て

い
る

奥
さ
ん
が

、
国
民
年
金

の

第
３

号

被
保
険
者
の

届
け
出

を

う

っ
か
り
忘

れ
た
ま
ま
に

し
て

お

く
と

、
将

来
、
受
け
取

る
年
金

が

少

な
く
な

っ
た

り
、

も
ら
え
な

く

な

っ
た
り
し
ま

す
。
そ
こ

で

、
今

年
の
１
月
3
1日
ま
で
に
「
特
例
届
畑
」

を

受
け
付

け
て

い
ま
す

。
こ

の

届

出

を
す
れ

ば
、
未
届
だ

っ
た

方

も

第
１
号
苞
保
険
者
と
し
て
認
め
ら
れ
、

し

っ
か
り
と

年
金

が
受

け
ら

れ
る

よ

う
に
な

り
ま
す
。

も
う
一

度
、

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。



パソコンシステム導入
～福島税務署管内で初めて～

申
告
相
談
は

２
月
1
0日
か
ら

国

見
町
で
は

匸

一
月

十
日

（
月

）

か
ら
三
月
十
七

日
（

金
）
ま
で

の
日

程

（
下
表

）
で

、
町

県
民
税

・
所
紬

税

の
申
告

相
談

を
行

い
ま
す

。

こ
の
申
告

は
、
昨
年

一
月

か
ら
十

二
月

ま
で
の

所
得
を

中
告
し
て

い
た

だ
く
も
の
で

、
平
成

九
年
度
の
町

県

民

税
や
国
民

健
康

保
険
税
等
の

課
税

の
基
礎

と
な
り

ま
す

。

な
お
、
今

年
度
よ

り
福
島
税

務
署

管

内
で
初

め
て
パ
ソ
コ

ン
シ
ス

テ
ム

を
導
入
し

。
申
告

事
務
処
理

を
す
る

こ
と
に
な

り
ま
し
た

。
そ
の

た
め
、

「
町
県
民

税
・
岡
民

健
康

保
険

税
申

告

書
」
は

お
届
け
し

ま
せ
ん

の
で
、

ご
了
解
く

だ
さ

い
。
（
税

務
署
か
ら

の
確
定
申

告
書
は

お
届

け
し

ま
す

）

◇

申

告

相

談

に

必

要

な

も

の
　

【
所
得

・
経
費

関
係

書
類

】

①

農
業

を
さ

れ
て

い
る
方

・
農
産
物

の
収
入

金
阯
明

肅
ま
た
は

明
細

書

・
水
稲
、

果
槻

養
蚕
等

の
受
取
共

済
舍
明

細
書

お
よ

び
果
樹

、
餐
蚕

の
支

払
共
済

金
の

領
収

証

・
大
農

具
等
を
平

成

八
年
中

に
購
入

さ

れ
た
方

は
、

そ
の
領

収
証

・
麑
人

お
よ
び
作

業
委
託

が
あ
る

暘

合
は
、
そ
の
領
収
証

Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

発
行
の
「
Ｊ
Ａ
取
引
明
細
欝
」
等
を

利
川
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
収

支
内
訳
書
（
農
業
所
得
用
）
に
記

職
の
う
え
、
巾
告
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。

②
嘔
業
・
商
売
等
を
さ
れ
て
い
る
方

・
売
り
上
げ
、
仕
入
れ
。
経
費
等
の

蘭
帳
簿

③

土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
が
あ
る
方

・
売
買
契
約
書
ま
た
は
賈
収
証
明
書

等
④
給
与
・
年
金
等
を
受
け
て
い
る
方

・
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
調
４

⑤
日
胆
い
や
パ
ー
ト
等
の
方

・
給
与
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票
等
）

【
所
得
控
除
関
係
書
類
】

①
生
命
保
険
料

個
人
年
金
保
険
料

（
十
年
以
上
の
掛
金
）
、
生
命
共

済
の
支
払
証
明
肓

②
建
物
共
済
お
よ
び
火
災
保
険
料
等

の
損
宵
保
険
料
の
支
払
証
明
書

③
医
療
費
支
払
証
明
轡
（
支
払
っ
た

医
療
費
が
所
得
の
五
％
ま
た
は
十

万
円
を
超
え
る
場
合
）

④
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
轡

奴
等

申 告 相 談 日 程 会場／国見町役場　第１会議室

月 日 峺日
午　　 前

{午齢畤から11畤30分まで)

午　　　後

(午後1時から4時まで)

２

10 月 小坂 太田川

12 火 板橋 前田

13 木 泉田上 泉田中

14 金 泉田下 鳥取

17 月 内谷西 内谷東

18 火 貝田北 貝田南

19 水 大木戸 高城

20 木 山根 光明寺

21 金 鶉町　上野 鯨山西 黥山東 黻山北

24 月 大坂　山崎北 滝山　石母田東

25 火 石母田表　石母田北 石 母田原

26 水 石母田西 山崎舘 山崎小舘 宮前

27 木 駅前　錦町　本町 大町南　大町北

28 金 耕谷 山崎宮舘 山崎沢田 宮町南　藤田光陽

月 日 罐日
午　　　 前

(午蔚9畤からＨ畤30分まで)

午　　　後

(午俊1時から4時まで)

３

３ 月 宮東　町東 宮町北

４ 火 原町 築舘　並柳

５ 水 北部 中部

６ 木 川内 森江野第1

７ 金 森江野第2 森江野第3

10 月 森江野第4 森江野第5

11 火 森江野第6 森江野第７

12 水 森江野第8 森江野第9

13 木 森江野第10 森江野第11

14 金 森江野第12 指定なし

17 月 指　　定　　 な　　し

＊ 税務署で申告 される方と 税務署 から案 内を受 けてい

る方は､ 国見町で申告相鹸 をする必要はありません。

＊混 雑を避ける ため、指定 期日に申告 さ れるよ うお願

いし ます。

★問い合わせ／税務課 課税係 谷 ( 85  ) 2778



ご存じですか？ 退 職者 医 療 制度

長い閥、会社貝や公務貝として働いてきた方が退職した場合は、国民健康保険に加人して

いただくことになります。

会社の健康保険や共済組合に加 入していたときは健康で働いていた人でも、退職し高齢に

なれば医療の必要性が高くなってきます。そして、この時期に岡民健康保険に変わることは、

現役時代に高い保険料を負担し、辿職して国民健康保険に変わったとたんに、医療の給付率

が下がったり、他の国保加入者の輿担が増えるなど、不合理なこともでてきます。

退職者医療制度は、この歪みを解消するために始まった制度です。会社員が加入する健康

保険や公務員が加入する共済組合からの拠出金で、8割給付を実現しています。

ど んな人 が加 入するの です か？

・国民健康保険に加入している人

・老人保健法の適用を受けていない人

・厚生年金保険や共済組合の年金を受けて

いる人で．これらの年金制度の加入期間

が20 年以上ある方、あるいは40歳以後の

期間が10年以上ある方

資格 はいつ からで すか ？

年金の受給権が発生した日から適用となります。

届け出 はどう するの で すか？

年金証書を受けとってから14日以内に国保係へ届け出

てください。このとき、年金証轡も持参してください。

「国民 健康保険退職被保険者証」をお渡しします。

お医者 さん にかか るとき は？

診療 を受けるときには、これまでと同

様、退職被保険者証を医療機関の受付へ

提出してください。

自己負担額は？

退 職 者 本 人 入 院・ 辿 院 とも２割

扶　養　家　族
入院　　　2割

通院　　　3割

※一般国保加入者は、3割自己負担

こんなときは国保の届け出を

・他の町から引つ越してきたとき　　　　　　 転出証明書　印鑑

・他の健康 保険を脱退したとき　　　　　　　 健保の離脱証明書　印鑑

・子どもが生まれたとき　　　　　　　　　　 保険証 母子健康手帳　印艦

・他の町へ引つ越すとき　　　　　　　　　　 保険証　印鑑

・他の健康保険に加入したとき　　　　　　　 国保と健保の保険証　印鑑

・死亡したとき　　　　　　　　　　　　　 保険証　死亡を証明する蠢類　印鑑

・退職者医療制度に加入するとき　　　　　　 年金証書 保険証 印鑑

・退職者医療制度をやめるとき　　　　　　　 保険証 印鑑

・住所、世帯主、氏名などが変わったとき　　 保険証 印鑑

・保険証をなくした肌 汚したとき　　　　　 保険証 身分を証明するもの　印鑑

・修学のため、子どもが他の町へ引つ越すとき　保険証 在学証明番　印艦

もう

ひとつ 老人保健の届け出も忘れずに

70 歳になったとき…健康保険 証 印鑑　 ※役場から通知し ます

引つ越してきたとき…健康保険 証 印鑑（14 日以内）

亡くなったとき…医療受給者証 印 鑑 い 4 日以内）

町内で住所が変わったとき…健康 手帳 医療受給 者証 印鑑（14 日以内 ）

加入保険が変わったとき…変更後の 保険証 印鑑（14 日以内）

他の町へ引つ越すとき…医療受給 者証 印鑑（転出するとき）

ねたきりになったとき…身陣 手恨（ １～３級 ）健康保険証 印鑑（65 歳誕生日後）

問い 合 わ せ ’

:保 健 福祉 課 国 保係

- 翁 ( 85  ) 2785
１１Ｆ　” １．；



みなさんの声を町政に

町
政
懇
談
会

国
見
町
で
は
、
「
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ

く
り
」
「
心
豊
か
で
人
に
や
さ
し

い
町
づ
く

り
」
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
に
な
っ
て

い
る
の

が
み
な
さ
ん
の
「
声
」
で
す
。
来
年
度
の
予

算
編
成
に
入
る
こ
の
時
期
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
町
政
期
談
会
が
、
十

二
月
二
日
か
ら
九
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
づ
く
り
は
、
み
ん
な
で
行
う
も
の
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
は
ば
た
く
国
見
町
を
、
子
ど

も
た
ち
に
残
す
た
め
に
も
今
の
私
た
ち
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

今
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。
地
区
ご
と

に
行
わ
れ
た
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
主
な
ご
意

見
を
ま
と
め
ま
し
た
。
（
★
＝
質
問
・
要
望

意
見
、
☆
＝
回
答
）

(大枝地区 町政閣談会)



森
江
野
地
区

★
　

人

間

ド

ッ

ク

の

受
付

の

と

き

に
、
た
く

さ
ん
の
申

込
書
を

預
か

っ
て

き
た
人

が

い
ま
し
た
。
申

し

込

み
は
一
人

一
件

に
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

☆

人

間
ド
ッ

ク
は
、

国
保
加
入

者

を

対
象
に
実

施
し
て

い
ま
す

。
初

め

て

の
方

を

優

先

し
て

い
ま

す

が

、
も
う

一
度
、
受

付
方
法
等

に

つ

い
て
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

★

脳
の
検
査
は
し
て
も
ら
え
な
い

で
し
ょ
う
か
。

☆

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
つ
い
て
は
実
施

に
向
け
て
医
師
の
体
制
な
ど
、
受

け
入
れ
体
制
を
藤
田
病
院
と
検
討

中
で
す
。

★

藤
川
病
院

の
薬

局
を
移
す
医

薬

分

業
、
薬
待

ち
時
間

の
短
縮
、

通

院

患
者
の
駐

小
場

確
保
を
お
願

い

で

き
ま
せ

ん

か
。

☆
　

一
日
あ

た
り
の
外

来
忠
者
一

千

二
百

人

の

診

察

に

医

師
、

看

護

帰

、
嘔
務

員
は
一
生

懸
命
で
す

。

灰

薬
分
巣
は

、
今

の
段
階
で
は

困

難

で
す
が
、

薬
の
待

ち
時
問
問

題

を

亀
Ｔ
解
臙

じ
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま

た
、
駐

眼
場

に
つ

い
て

は
、

身

体
障
害
者
へ
の
配
慮
な
ど
も
含

め
、
指
示
い
た
し
ま
す
。

★

町
道
三
〇
〇
八
号
と
三
〇
二
七

号
の
舗
装
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
　
三
〇
〇
八
号
は
、
現
在
人
家
に

面
し
た
部
分
の
一
部
の
改
良
工
嘔

を
行
っ
て

い
ま
す
。
舗
装
工
嘔

は
、
改
良
工
事
完
了
区
間
に
つ
い

て
今
後
に
行
う
方
向
で
検
討
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
三
〇
二
七

号
は
、
ほ
鳩
整
備
事
業
の
と
き
に

で
き
た
町
道
で
、
人
家
が
少
な

く
、
利
川
度
も
高
く
な
い
よ
う
で

す
。
他
に
も
改
良
を
進
め
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
町
道
が
あ
る
の
で
、

も
う
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

★

沼
Ⅲ
の
町
営
住
宅
は
空
き
家
に

な
っ
て
い
ま
す
。
防
犯
上
の
悶
題

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
取
り
壊
し
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
　
こ
の
場
所
は
、
建
設
省
が
行
う

阿
武
隈
川
の
河
川
改
修
予
定
区
域

内
に
入
っ
て
い
ま
す
。
取
り
壊
し

は
、
こ
の
事
業
の
中
で
考
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

★

新
生
産
調
整
の
と
も
補
償
額
は

低
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
　
こ
れ
ま
で
＋
７
あ
た
リ
四
万
三

千
円
だ
っ
た
袖
償
金
は
、
今
年
度

か
ら
国
の
助
成
制
度
の
対
象
と
な

っ
た
た
め
低
い
金
額
に
な
り
ま
し

た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★

国
兄
溜
池
の
滑
川
か
ら
取
水
す

る
用
水
路
に
Ｕ
字
溝
を
入
れ
、
通

水
量
を
確
保
し
て
も
ら
え
な
い
で

し
よ
う
か
。
水
が
流
れ
な
い
と
薬

師
・
石
戸
内
溜
池
が
汚
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

☆

農
村
総
合
整
側
モ
デ
ル
事
業
で
、

整
備
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
河

川
や
農
業
川
水
の
汚
れ
は
生
活
雑

排
水
が
原
囚
で
す
。
下
水
道
の
完

備
や
合
併
浄
化
槽
、
農
業
集
落
排

水
事
業
な
ど
対
処
方
法
は
あ
り
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
に
も
負
担
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
か
ら
、
い
つ
、
実
施
に
踏

み
叨
る
か
検
討
中
で
す
。

★
　
こ
れ
ま
で
同
様
、
今
年
度
も
転

作
組
織
育
成
賞
は
出
し
て
も
ら
え

る
の
で
す
か
。

☆

農
家

匸
尸
あ
た
リ
三
百
五
十
円

の
育
成
費
を
支
給
し
ま
す
。

（
次

ペ
ー
ジ
へ
）



大
枝
地
区

★

沌
川
・
富
士
見
橋
の
架
け
替
え

と
堤
防
の
嵩
上
げ
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
の
た

も
と
、
町
道
五
〇
五
七
号
に
バ
ス

の
同
転
広
増
も
造
っ
て
も
ら
え
な

い
で
し
ょ
う
か
。

☆

災
害
か
ら
地
域
を
守
り
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は

行
政
の
最
も
重
嬰
な
役
目
で

す
。
富
士
兄
橋
の
架
け
替
え
は
、

堤
防
の
嵩
Ｌ
げ
を
し
な
い
と
で
き

な
い
悶
題
で
す
。
こ
れ
ま
で

同

様
、
建
設
省
や
県
に
働
き
か
け
を

行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ス
の
回
転
広
場
は
、
橋

の
架
け
替
え
問
題
も
あ
る
の
で
、

待
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
　
台
の
原
線
の
工
嘔
の
見
通
し
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

☆

町
道
五
〇
二
九
り
、
五
〇
三
〇

母
は
、
延
長
三
百
ニ
ト
μ

・
幅
四

μ

の
計
画
で
測
皿
を
実
施
、
般
計

も
完
了
し
て
い
拿
す
か
ら
。
今
繊

川
地
の
説
明
会
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

★

町
道
一
〇
廿
の
早
期
着
工
を
お

願
い
し
ま
す
。

☆
　
こ
の
路
線
は
、
十
二
月
下
旬
に

発
注
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
　
ほ
場
整
備
地
区
の
水
田
に
。
伊

違
西
部
や
岡
見
町
上
地
改
良
区
で

略
き
ょ
排
水
の
設
備
を
入
れ
て
も

ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
　
い
ず
れ
の
ｔ
地
改
良
区
と
も
実

施
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
定

地
域
の
事
業
に
な
る
こ
と
と
佃
人

負
担
が
伴
う
か
ら
で
す
。

★

水
道
の
水
が
央
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
鳬
わ
な
い
よ
う
な
工
夫
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

☆

水
が
う
ま
く
循
環
し
て

い
る
地

城
で
は
水
が
臭
う
よ
う
な
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
川
内
地
Ｋ
は
国

見
町
の
水
道
管
が
終
わ
り
の
地
域

な
の
で
臭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

抜
水
の
方
法
し
か
な
い
の
で
、
人

枝
地
区
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
意

し
な
が
ら
毎
月
の
抜
水
を
し
て
い

ま
す
。
水
が
臭
っ
た
場
合
は
、
町

へ
ご
一
俄
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
対

処
い
た
し
ま
す
。

★

原
前
地
区
の
県
道
南
側
の
用
水

を
確
傑
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
ん
ぼ
に
水
が
ほ
し
い
と
き
に
い

つ
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

☆

ａ

家
の
状
況
変
化
に
伴
い
、
代

か
き
や
Ⅲ
植
え
が
一
時
期
に
集
中

す
る
た
め
、
水
が
不
足
す
る
よ
う

で
す
。
石
川
、
原
的
、
京
田
と
対

象
地
区
が
広
い
の
で
、
現
地
調
在

を
し
た
う
え
で
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

★

昭
和
三
ｔ
年
代
に
設
置
し
た
防

火
水
槽
が
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
る
の

で
す
が
、
落
水
す
る
と
水
洞
れ
し

て
水
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
水
道
管
か
ら
水
を
入
れ
る
よ

う
な
方
法
に
し
て
も
ら
え
な
い
で

し
よ
う
か
。
ま
た
、
消
火
栓
の
設

置
も
考
え
て
も
ら
え
な
い
で
し
よ

う
か
。

☆

消
防
設
備
の
新
設
や
改
良
は
、

地
区
の
消
防
団
で
検
討
を
し

た

後
、
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

地
区
の
消
防
団
と
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。



★

井
戸
淵
水
路
の
下
流
部
分
の
整

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆

井
戸
淵
水
路
に
つ
い
て
は
梁
川

町
と
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
難
し

い
よ
う
で
す
。
時
閥
を
く
だ
さ

い
。

★

尼
ケ

沢
水
路
の
実

施
時
則

は
い

つ
に

な
り
ま
す

か

。

☆

今
年
度

巾
に
着
工

し
ま
す

。
一

月
早
々

に
発
注
予
定

で
す
。

農
村

総

合
整
備

モ
デ
ル
嘔

業
で
対
応

し

ま
す

。

ｆ
あｅ
　
一一ｓ
　
一
。－

★

県
道

五
十
沢

・
国

見
線
の

玉
手

商

店
か

ら
西
に
も
少

道
を
造

っ
て

も
ら
え
ま

せ
ん
か
。

ま
た
、
滝

川

の

新
堀
は

、
雨
が
降

る
と
す

ぐ
に

い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま

す
。
あ

ふ
れ

な
い
工

夫
を
し

て
く

だ
さ

い
。

☆

県
道
の
歩

道
に

つ
い
て
は
常

々

県
に
申
し

入
れ
て

い
ま
す
。
今

後

も

強
く
要
望

し
て

い
き

ま
す
。

歩

道
般
置
が
決

ま
っ
た

際
は
、
ｔ

地

所

有
者
の
協

力
を
ぜ
ひ

お
願

い
し

ま

す
。
ま

た
、
新
堀

の
問
題
で

す

が

、
当
面
、

大
枝
二
期

地
区

（
川

内
下

流

）
の
湛
水
防
除

の
整
備

を

優

先
さ

せ
て
く

だ
さ

い
。

★

町
道
五
〇
五
一
吁
の
整
備
は
、

い
つ
か
ら
で
す
か
。

☆

火
年
の
秋
以
降
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

★

今
年
の
転
作
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

当
初
の
配
分
よ
り
低
く
な
っ
た
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

☆

当
初
の
配
分
は
。
転
作
目
標
面

積
か
ら
定
着
面
積
と
加
工
用
米
面

積
を
産
し
引
い
た
吋
積
で
行
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
伊
達
み

ら
い
竹
内
で
。
国
見
町
を
含
め
て

一
〇
〇
％
達
成
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
。
消
費
純
増
米
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
転
作
目
標
而
積
も
少
な
く
な

り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
ド
が
り
ま

し
た
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

★

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

防
犯
と
緊
急
通
報
装
置
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

☆

国
見
町
の
六
ｔ
五
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
は
、
百

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
方
た

ち
に
不
都
介
が
出
た
と
き
に
、
ボ

タ
ン

ー
つ
で
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
と
介
護
協
力
者
に
自
助
通
報
さ

れ
る
装
置
が
緊
急
通
報
装
置
で

す
。
平
成
七
年
度
に
十
台
、
今
度

は
三
十
台
を
導
入
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
藤
田
病
院
の
隣
に
建

般
予
定
の
在
宅
介
護
支
扱
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
た
後
は
、
そ
の
施
設

を
利
川
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
崎
・
石
毋
田
地
区

｛

山

崎

。
石

毋

田

地

区

町

政

懇

談

会

｝

★

農
辺
の
計
面
が
あ
る
と
聞

き

ま
し
た
が
。
今
後
の
見
通
し
に
　
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

☆

農
村
総
合
整
伽
モ
デ
ル
嘔
業
の

巾
で
榊
想
路
線
と
し
て
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
七
地
所
有
者
へ
の
脱

明
も
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
同
意
も

得
て
い
ま
せ
ん
。
用
地
取
得
等
の

問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
時
間
が

必
嬰
で
す
。

★
　
入
山
財
産
区
内
の
石
毋
山
原
町

内
会
分
収
林
に
作
菜
道
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

☆

入
山
財
産
区
管
理
会
で
検
肘
す

る
よ
う
、
お
願
い
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。

（
次

ペ
ー
ジ

へ
）



★

町
民
迦
助
会
の
際
、
町
内
会
長

だ
け
が
、
参
加
者
を
募
る
の
は
と

て
も
た
い
へ
ん
で
す
。
改
胯
策
を

考
え
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
競
技
種
目
の
再
検
肘

も
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
参
加

巾
し
込
み
を
し
て
い
た
の
に
競
技

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
ま

す
。
こ

れ
も
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。

☆

参
加
者
の
募
災
は
、
体
育
協
会

や
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
仮
興
会
も
あ

り
ま
す
か
ら
。
こ
れ
ら
の
団
体
の

協
力
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
競
技
種
目
や
登
録
し

て
い
た
の
に
参
加
で
き
な

い
な

ど
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
も
再
検

肘
を
し
て
。
念
を
入
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

★

堰
下
地
内
の
町
道
二
号
・
二
〇

七
〇
号
・
二
〇
一
六
号
の
三
叉
路

の
改
良
、
滝
川
付
近
の
町
道
六
号

の
拡
幅
。
西
根
堰
沿
い
の
町
道
二

〇
三
五
号
の
舗
装
を
お
願
い
し
ま

す
。

☆

町
道
二
号
・
二
〇
七
〇
ほ
一
二

○
一
六
号
の
三
叉
路
の
改
良
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
に
町
道
二
〇
八

六
り
と
二
〇
七
〇
９
の
交
差
点
改

良
工
事
を
実
施
し
ま
す
か
ら
、
も

う
少
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
滝
川

付
近
の
町
道
六
吁
は
、
滝
川
の
改

修
工
嘔
と
併
せ
て
行
う
の
が
良
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

滝
川
の
改
修
を
県
に
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。
西
根
堰
沿

い
の

町
道
二
〇
三
五
号
の
舗
装
は
、
交

通
気
が
少
な
い
の
で
、
も
う
少
し

待
っ
て
く
だ
さ
い
。

★

国
道
四
号
と
上
野
台
運
動
公
園

へ
の
進
入
賂
を
改
良
し
て
く
だ
さ

Ｉ
☆

運
動
公
剛
入
り
囗
改
良
は
右
折

レ
ー
ン
が
必
嬰
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
建
般
竹
に
は
お
願
い
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き

続
き
嬰
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

★

滝
川
の
草
木
の
刈
り
払
い
を
お

願
い
し
ま
す
。

☆

県
へ
は
滝
川
全
域
の
刈
り
払
い

を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

機
会
が
あ
る
ご
と
に
お
願
い
を
続

け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★

国

道
四
り
の
チ

ェ
ー

ン
着
脱

所

が
汚

れ
て

い
ま

す
。
ト

イ
レ

と
ゴ

ミ
箱

の
設
置

は
考
え
て

い
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

☆

ト
イ

レ
も
ゴ

ミ
箱
も

維
持
管

理

の
問
題

が
あ

り
ま
す
。

み
な
さ

ん

に
気
持

ち
良
く

使
っ
て

も
ら
う

た

め
に

。
管
理
す

る
建
設

省
の
岡

道

維
持
管

理
出
張

所
と
打

合
せ
を
し

た

い
と
思

い
ま
す

。

ｓｅｓ
　
一ｓ
ｌ
　
。ｌ・

★

県
道

赤
井
畑

国
見

線
の
舗
装
工

事
を

お
願

い
し

ま
す
。

☆

交

適
量
の
少

な
い
路

線
は
県
で

も
優
先
順

位
が

低
い
よ

う
で
す
。

今
後
も

お
願

い
を
続
け

た
い
と
思

い
ま

す
。

★

町
の

資
材
置

場
で
子
ど

も
た
ち

が
遊

ん
で
い
ま
す

。
危
険

で
す
か

ら
安
全
対

策
を
講

じ
て
も

ら
え
な

い
で
し

ょ

う
か
。

☆

使
用
済

み
の

資
材
を
再
利

用
す

る
た
め
、

保
管
し

て
あ
り
ま

す
。

す

ぐ
に

安
全
対
策

を
と

る
こ
と
に

し
ま
す

。一
Ｉ艷
　一
二一
　
ＩＩＩ

★
　

町
内
会

が
行

う
各
種
作
業

の
際

に
、
町
が
傷
害
保
険
に
加
入
し
、

保
険
料
を
負
担
し
て
も
ら
え
な
い

で
し
ょ
う
か

☆

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
場
合

は
県
が
加
人
し
、
保
険
料
を
負
担

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
町
で
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は

町
が
保
険
料
等
の
負
担
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
加

入
の
方
法
な
ど
を
脚
査
、
検
討
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

★

防
犯
灯
を
設
置
し
て
も
ら
い
た

い
佃
所
が
あ
る
の
で
す
が
・
…

☆

防
犯
灯
設
置
の
嬰
盟
は
、
地
区

の
防
犯
協
会
が
取
り
ま
と
め
、
町

に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

★

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
ゴ
ミ
の
減
Ｍ
効
米
は
上

が
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

☆

本
格
実
施
に
な
っ
て
か
ら
、
ま

だ
半
年
あ
ま
り
で
す
が
、
相
当
量

の
ゴ
ミ
が
減
り
ま
し
た
。
年
度
末

に
確
定
数
隴
が
ま
と
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

小
坂
・
大
木
戸
・
藤
田
地
区
で
出

さ
れ
た
ご
意
見
は
、
次
号
で
掲
載

し
ま
す
。



保健だより
保健増進係( 85 ) 2783

＊ 乳 児 健 診＊

該　　 当　　 乳　　 児 実　 施　 日 受 付 時 間 会　　　　　　　場

・３か月児(平成８年11 月生まれ)

・９か月児(平成８年 ５月生まれ)
3月27日(木) 午後1時30 分～午後2時

観月台文化センター

第１和室

く 健診内容）

☆医師の 指導 、身長 ・体重測定 、調乳 、離乳 、家族計画などに ついて

☆母子手帳を忘れずに！

＊ １歳 ６ か 月 児 健 診＊

該　　 当　　 幼　　 児 �実　 施　　日 � 受 付 時 間 � 会　　　　　　　場

平成７年７月～　

平成７年９月生まれの幼児 �
３月６日(木) �午後1時30 分～ 午後２時 �

観月台文化センター　

大研修室

≪健診内容 ）

☆内 科と 歯科の医師の 診察 、歯科 衛生士による歯みがき指導 、生活保健指導。身 長・体重測定を行います。

☆母子手帳と １歳６か月児健診診査表 （必要事項を配入）を忘れずに！

＊ 風 し ん予 防 接 種＊

事　　業　　名 該 当 乳 幼 児 実　施　方　法

風 し ん 予 防 接 種
平成６年４月２日～

平成７年４月１日生れ

個別接種（医療機関）

接種回数　　１回

く おかあ さ んへ 〉

☆乳幼児の風し ん予防 接種は 、平成７年度 から新たに加わったものです。

☆該当するお 子さ んには 、日程等を個 別にお知ら せし て ます。さら に 、今後 、平 成11 年度 までは 、予防接種

法 に基づ き 、小 学校１年生 で接穂を 行い ます。

☆生 後90 月までは 、風しん予防接種の機会が伺られるようにな ってい ます。なお 、お問い合 せは 。保 健福祉

課保健増進 係までお願いい たし ます。

平成７年のガンによる死亡者数26 万3  ,022人 ！ ！

厚生省が先に発表した人口 動態統計により ますと平成７年のガンによる死者は 、26万3. O 人で 、

前年より19  , 352人増となり まし た。死亡 者総数は 、92万2  , 139人で 、ガン死の割合は28.5  %とな

り 、死因の第 １位を占 めます。以下 、脳疾 患の15.9 ％ 、心疾患15.1  %とな ります。順 位は前 年と

変 わりませんが 、ガンの 死亡率は上昇し てい ます。

これを男女別部位別に見てみると 、男性の第 １位は肺ガン で 、以下 、胃 ガン 、肝ガンと続きます。

一 方、女性の 第１位は胃ガン です。 そし て大腸ガン 。肺ガンとな っています。

ガンの絶 対的予防 策というものはあり ませんが 、食生活を含めた普段の生活習慣と 定期検診に よ

る 早期発 見が大切です。

また、今年 から 、ガン 、脳疾 患、心疾患を含めたこ れまでの「成人病」という 総称が「生活習慣

病」と変 わり ます。



夜空にくっきり

オレンジ色の

輝き

今
年
も
川
樫
山
に
、
国
兄
の
夜
空

を
彩
る
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

輝
き
ま
し
た
。
こ
の
「
厚
搾
山
ビ
ッ

グ
ツ
リ
ー
」
は
。
国
見
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
司
会
艮
）
が
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化
を
噸

っ
て
平
成
五
年
か
ら
行
っ
て
い
る
行

叭
で
す
ご
ｙ
レ
ビ
局
や
地
方
紙
の
取

材
帥
は
も
と
よ
り
、
今
年
は
東
京
か

ら
訪
れ
た
人
も
。
す
っ
か
り
真
冬
の

恒
例
に
な
り
ま
し
た
。

点
灯
式

が
行

わ
れ
た

。
。卜
三
日

に

は

、
愛
の

ク
リ
ス

マ
ス
メ

ッ
セ
ー

ジ

の
無
料
配

達
や
ゲ

ー
ム
、

豚
汁
サ

ー

ビ
ス

な

ど

の

催

し

も
行

わ

れ

ま
し

た
。
ま
た

、
午

後
五
時
の

点
灯

と
同

時

に
匕
十

発
の

花
火
も
打

ち
上
げ

ら

れ
、
光
の

ツ
リ

ー
に
花
を

添
え
ま

し

た
。今

年

の
キ
ャ

ッ
チ
コ

ピ
ー
は

『
元

飢

だ
せ
！

国
兄

』

。

Ｉ

ス

イ

ッ

チ

オ

ン

▲ゲーム「1番はだれ? 」

▲豚汁サービス

人
生
八
十
年
時
代
の
住
ま
い
づ
く
り

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
」

高
齢

に
な

っ
て
も
、

安
心
し
て

暮

ら
せ

る
よ
う
な

住
ま

い
を

「
バ
リ

ア

フ
リ

ー
住
宅

」
と

い
い
ま
す
。

段
差

が
な

い
、
予
す

り
が

あ
る
、
将
来

。

介
護

が
必
要

に
な
っ

た
と
き
改

造
し

や
す

い
間
取
り

に
な

っ
て
い

る
、
と

い
っ

た
配
慮

が
さ
れ
て

い
る
住
宅

の

こ

と
で
す

。

若

く
て
元
気

な
と
き

は
多
少

の
段

差

も
急
な
陪

段
も
ｆ
気

で
す
が

、
ヶ

が
や

病
気
を
し

た
場
合

に
は

、
住
み

に

く
い
家

に
な
っ
て
し

ま

い
ま

す
、

ま

た
、
身
体

が
不
自

巾
に
な
っ

て
か

ら
改

造
す

る
の
で
は

、
費
用

が
か
さ

み
人

き
な
負

担
に
な

り
ま
す

。
新
築

や
改

築
の
機

会
に
は

ぜ
ひ
：
（

リ
ア

フ
リ

ー
の
仕

ま

い
づ

く
り
を

収
り
入

れ

ま
し

よ
う

。

貝

体
的
な

バ
リ
ア

フ
リ
ー

住
宅
の

指

針

と

し

て

。
鰹

般

省

が
定

め

た

「
長
寿
社
会

対
応
住

宅
設
叶

指
針

」

が

あ
り
ま
す

。
ま

た
、
バ
リ

ア
フ
リ

ー

住
宅
の

場
合
は

、
住
宅
金
融

公
川

な

ど
の
有
刊

な
企
融

制
度
も
利

川
で

き

ま
す

。

★
問
い
合

わ
せ福

島
県

建
築
住

宅
課

酋
（
2
1
）
7
5
2
3



安
心

を
つ
な
ぐ
架
け
橋

110 番

【落ち着いて正確に】

１１０番をかけると、警察官が次のことを尋ね

ます。

・どこで。何があったのですか？

・いつですか？

・あなたの住所・氏名・電話番りなど

【正しい利用を】

囗 Ｏ葢は、緊急辿報用の電話です。岡い合わ

せや相讀ごとは警察 署や駐在所。卜･jilの各種呼

用電話をご利川ください。

相　 談　 内　 容 魯

総合相談コーナー ( 33 ) 9110

困リごと相談 ( 22 ) 8080
青少年悩みごと相談 ( (1)  4141

いじめIIO 番 ( 21 ) 4142
悪質商法ｰ  10 番 ( 24 ) 111
党せい剤IIO 番 (  22 ) 】 110

サラ金1 】O番 ( (1) 1 1 10
嬰望・苫愉110 番 (  22 ) 8855
暴力1  10 番 (  22 ) 0110
極左】10番 (21) 4949
運帳免許の川 合せ

総合窓口 (  91 ) 4372
国際免許 ( 91 ) 438

暴力根絶県民会議 (  33 ) 3724

あ り が と う ご ざ い ま し た

各 種 募 金 へ の ご 協 力

平成８年度中に央施した各種募金は、みなさまの

溢かいご協力により目標額を達成することができま

した。

これらの募金は、それぞれの 目的に沿って有効に

使わせていただきます。ありがとうございました。

★ 赤 十 字 社 費　2.075.450 円

( 3 , 041世帯ほか71件)

日赤本社、福島県支部において、国際救援活動、

災害救援 活動、献血事業活助に使用。町 交付金

299.8 ｰ O円は、募金活助、本仕団活助献血小業に

使用。

★ 赤 い 羽 根　1  .754.610 円

( 3. 図 7世帯)

県共同募金会において高齢者、障害者援護活動、

福祉施設整備に使用｡約半額は、１年後に町に交付

されます。社会福祉t翕議会で町福祉 嘔業に使用。

★ 歳 末 た す け あ い　1  .645  , 01 円

(3,048件)

母子世帯、寝たきり・ひとり暮らし老人、重度心

身障客者、艮期入院患者、生活困窮ltt帯へ。

観月台

文化情報

問い合 わt!

生涯学習課 文化振興係　谷 ( 85 ) 2676

大 塚 文 雄 民謡ショｰ

2月8日(土)
昼の部開演　午後２時

夜の部開演　午後６時

全席自由 2500円

★チ ケ ット 取扱

観月台文化センター

ＪＡ伊達みらい各支店

三 屋 裕 子 講演会

バレーボールに賭けた

私の青春物語

1月２４日(金)
開演　午後６時30分

全席自由 入場無料



つうしん 薬
草
に
つ
い
て
の
　
知
識
を
深

め
る

『
身

近
な
薬
草

教
室

』
は
ト

ー
月

こ
ｔ

八
日
か
ら
十

二
月
十

二
日
ま
で

の
毎
迎

木
曜
口
、

三
回

に
わ
た
っ
て

開
か
れ

、
二
十

八
人
が
受

講
し
ま
し

た
。梁

川
町

薬
草

園
園
畏

の
高
橋
彦

太

郎
先
生
（
梁
川
町
在
住
）
を
講
師
に

迎
え
、
身
近
な
増
所
に
自
生
し
て
い

る
薬
草
の
効
能
や
採
取
法
、
正
し
い

用
い
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

高
橋
先
生
は
カ
キ
ド
ウ
シ
、
マ
ツ

の
葉
．
桑
の
根
な
ど
を
例
に
挙
げ
な

が
ら
説
明
．
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
メ

モ
を
と
る
な
ど
熟
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
．

人
形
劇
・
ケ
ー
キ
づ
く
り
に
歓
声

～
子
ど
も
ま
つ
り
～

公
民
館
主
催
の
孑
ど
も
ま
つ
り
は

十
二
月
十
五
日
．
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
に
ぎ
や
か
に
聞
か
れ
ま
し

た
．

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
人
形

劇
や
ゲ
ー
ム
、
創
作
活
動
を
通
し

て
、
親
子
や
友
達
と
ふ
れ
あ
い
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
閧
い
た
も
の
で
．

幼
稚
園
児
と
小
学
生
、
お
父
さ
ん
．

お
母
さ
ん
な
ど
約
百
六
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
．

は
じ
め
に
、
福
島
女
子
短
期
大
学

児
一

文
化
研
究
部
の
メ
ン
バ
ー
が
等

身
大
の
人
形
を
使
っ
た
ボ
ー
ド
ビ
ル

人
形
劇
と
ゲ
ー
ム
を
披
露
し
。
引
き

続
き
内
池
和
子
さ
ん
、
杉
崎
一
江
さ

ん
を
講
師
に
、
く
に
み
女
性
教
室
生

の
協
力
を
得
て
、
ジ
ャ
ン
ボ

ー
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

ツ
リ
ー
づ
く
り
は
、
高
さ
約

Ξ

μ

と
二
む
の
二
本
の
モ
ミ
の
木
に
、

折
り
紙
で
作
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

や
星
、
ろ
う
そ
く
な
ど
を
に
ぎ
や
か

に
飾
り
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ケ
ー

キ
づ
く
り
は
、
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
を

使
っ
て
、
生
ク
リ
ー
ム
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
ク
リ
ー
ム
。
い
ち
ご
、
モ
モ
な

ど
で
飾
り
付
け
を
し
、
参
加
者
全
緘

で
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
れ
い
に
で
き
あ
が
っ
た
ツ
リ
ー

は
、
二
十
五
日
ま
で
ロ
ビ
ー
に
飾
ら

れ
、
華
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲

気
を
振
り
ま
い
て
い
ま
し
た
。

町
長
杯
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
十
四
回
町
長
杯
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
は
十
二
月

八
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
と
動
労
者
体

脊
館
で
闘
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
冨
永
町
長
の
あ
い
さ

つ
、
吉
田
町
議
会
議
長
の
祝
辞
に
続

き
、
グ
ー
フ
ィ
の
神
田
キ
ン
さ
ん
の

力
強
い
選
手
宣
誓
で
試
合
が
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
十
三
チ
ー
ム
が
参

加
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
突
力
伯
仲

の
熟
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
国
見

な
か
よ
し
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

国
見
な
か
よ
し

準
優
勝

ド
リ
ー
ム

第
三
位

ブ
ラ
ッ
ク

ー
パ
ン
サ
ー

町
長
杯
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
大
会

ｔ
二
月
十
五
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
、
第
五
回
町
艮
杯

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

大
会
に
は
町
内
の
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
愛
好
者
三
十
六
人
が
出
場
し
、
男

女
ま
た
は
女
子
に
よ
る
ペ
ア
を
編

成
、
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
熟
戦
を
練
り
広
げ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝

松
浦
文
子
・
鈴
木
将
史
ペ

ア
▼
準
優
勝

佐
藤
榮
壽

ｆ
八
鳥
和

子
ペ
ア
▼
第
三
位

松
浦
稔
・
吉
田

富
笑
子
ペ
ア

国見町教育委員会生涯学習課
観月台文化センター
85-2676
FAX 85-2707



生涯学習料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

～
殿
方
料
理
教
室
～

「
男

子
厨
房

に
入
る

べ
か
ら
ず

」

と
は
昔

の
話
、

高
齢
化

社
会
が

進
む

巾

で
、

男
性
が
料

理
に
関

わ
る
機

会

も
多
く

な
る
と

と
も
に
、

趣
味
と
し

て
料
理

に
親
し
む

傾
向
が

見
ら
れ

ま

す

。
そ
こ

で
、
今

年
度

の
新

規

事
業

の

一
つ
と
し

て

「
殿
方
料
理
教

室
」

を
企
画

し

、
開
講
し

ま
し

た
。
講

師

は
、

福
島
市

東
部
学

校
給
食

セ
ン
タ

ー
栄

養
士

の
杉

崎
先

生
で
す

。

一
回
目
、

十
月

子
ｒ

六
日

の
献
立

は
、

『
か
き

ご
飯
、

き
の
こ

汁
、
漬

け
物

サ
ラ
ダ

』
で
す

。
か
き

ご
飯
の

中

に
入
れ
た

生
姜
の

ほ
ん
の
り

し
た

香
り

と
。
色

ど
り
の
美

し

い
漬

け
物

サ
ラ

ダ
は
、
食

欲
を

十
分
そ
そ

る
も

の
で

し
た

。

続
く
二
回
目

は
、
十

一
月
九

日
。

「
あ

さ
り
の
ス

パ
ゲ
ッ

テ
ィ

ー
ブ
ロ

ッ
コ
リ

ー
の
明

太
子
ソ

ー
ス

か
け

」

に
挑

戦
し
ま
し

た
。
ブ

ロ
ッ
コ

リ
ー

の
明

太
？

ソ
ー

ス
か
け

は
、
マ

ヨ
ネ

ー
ズ

と
明
太

子
を
和
え

た
う
す

桃
色

と

。
ブ

ロ
ッ
コ

リ
ー
の
緑

の
あ

ざ
や

か
さ
が

と
て
も

き
れ

い
。
お

い
し

く

で
き

あ
が
り

ま
し

た
。

三
回

目
は

『
鶏
の
手

羽
と
里

芋
の

炒

め

煮

と

た

く

あ

ん

の

き

ん

ぴ

ら
』
、

そ
し
て

最
後
、

四
回
目
は

、

『
ね
ぎ

ワ
ン
タ
ン

と
わ

か
め
の

生
姜

風

味

煮

浸

し

』

と

い

う
献

立

で

し

た

。

四
回

目

と

も
な

る
と

教

室

生

は
、
包
丁

さ
ば

き
も
調

昧
料
の
計

量

に
も
慣

れ
、
て
き

ぱ
き

と
調
理

を
進

め
て

い
ま
し

た
。

わ
ず

か
四
回

の
殿
方
料

理
教

室
で

し

た
が

、

味

、

香
、

色

の

大

切

さ

と
、
同
じ

食
材

で
も
ひ

と
工
夫
す

れ

ば
風
味

も
ま
た
別

な
も
の

に
な

る
こ

と
な
ど

感
心
す

る
こ
と
が

た
く
さ

ん

あ
り
ま
し
た
。

教
室
生
の
中
に
は
、
『
家
で
作
っ

て
家
族
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
ら
、
と

て
も
好
評
だ
っ
た
』
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
料
理
教
室
は
十

一
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
」
が
開
講

公
民
館
主
催
の
『
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
』
の
開
講
式
が
十

一
月
三
十
日
『

観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

ー
ス
ク
ー
ル

の
講
師
を
し
て
い
る
斎
藤
優
子
さ
ん

か
ら
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
用
の
花
東
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
十
六
人
の
受
騨
者
は
、
手
際

よ
く
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
数
種
類
の
花
を

ア
レ
ン
ジ
し
、
き
れ
い
に
ラ
ツ
ピ
ン

グ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
花
束
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
二
回
目
は
、
十
二
月

十
四
日
に
行
わ
れ
。
ク
リ
ス
マ
ス
・

リ
ー
ス
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
二
月
八
日
ま
で
五
回

聞
か
れ
ま
す
。

スポーツ教室参加者募集

◆「親子スキー教室」

と　き　2J･j23 日(日) 観月台文化センター(8時

45 分出発)

ところ　二本松｢ 塩沢スキー鳩｣

対　象 小中学生とその双、祖父母等

定貝50 名

経 費　１人1500 円( 昼食代、リフト代は自己

負担)

その他 初心者には桁導者がつきます。

申込み　２月14日(金)まで生涯学習課へ

◆ 『３Ｂ体操 教室 』

と　き　２月４日、18日､25  日 . 3月４日.11 日

19時30 分～21畤

ところ　観月台文化センター　大研修室

対 象 町内に居住する女性の方

内 容 初心者向けの基本的な実技指導

定 員30 名

請 師　３Ｂ体操協会師範 関野圭子先生

その他 運助に適した服装、シューズ、タオル

を持参してください．

申込み　１月24日(盒)まで生涯学習諌へ



わあ～サンタさんだあ！
藤田保育所のクリ スマス会。プレゼ ント を持 っ

てやって きたサン タクロ ースに、園 児たちは 大喜

びでした。

良いお年を
一人暮らし のお年寄りにも温 かいお 正月 を迎え

ても らおう と、町社 会禍祉協議会 が12 月26 日、-

足 早く お節 料理 を配りました。また、元日には|｡1

赤奉仕団が手作りし た年 賀状も届けられました。

今年も元気に

大枝地区家庭 スポ ーツ協会が主催する元朝マラ

ソンが行われ、元気に走り 初め をし ました。
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お
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保
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ぬ
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・
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）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

高
橋
　
一
郎
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藤
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4
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Ⅲ
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谷
）

2月の心配ごと相談

５日啝

佐藤 光雄・高野時子

14日曲

蔔地 平動 ・松沛ひろ子

25 日e幻

出  稔・野村トモ

場所

役崎（ ２階）蛆頷室

輔閠

午前９畤 ～12 畤

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

ま
つ
白
い

う
さ
ぎ

森
江
野
小
　

佐
久
間

薫

空

か
ら

．
！

つ
ｅ

い
う
さ

ぎ
が
５

ぢ
こ

ま
っ

で
お
り

て
き
た
’

さ

わ
る
と

ふ
わ
ふ

わ
し

て
．
ち

ょ
っ
と

つ

め
な
い

１
ぐ
に

と

け
で
し
ま

う
．

み
ん
な
で

甼

！
つ

な
い
で

合

体
す

る
と
．

冒
だ
る

隶
に
’
｀
つ
ち
ゃ

う
．

つ

ぎ
の

日
に

な
っ
た

ら
．

い
な
く

な
っ
ち

参

っ
た
．

ｊ

く
に
み
の
作

文

薺
2
8日

か
ら
Ｉ

人口と世帯
人 口12 月1 日現 在

男　5.6   ー2人（ －11 ）

女　6.0  い人(  - 9 )

針 Ⅱ .623 人(  一 20 )

出生５人 死亡10人
転入27人 転出42人

世 帯

3 ｺ 24! 帯い ３）

へんしゅう雑記

良い一年であり ますように…
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